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Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
進
化
は
、
ま
も
な
く
人
間
の
能
力
を
超
え

る
の
で
は
な
い
か
─
─
そ
ん
な
期
待
と
懸
念
が
、
世
界
中
で
渦
巻
い

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、「
人
間
固
有
の
価
値
観
と
は
何
か
」
に
つ
い

て
、
哲
学
界
、
産
業
界
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
ら
が
議
論
し
た
国
際
会
議

が
９
月
23
、
24
日
、
国
立
京
都
国
際
会
館
（
京
都
市
）
で
開
か
れ
た
。

会
議
は
、「
第
１
回
京
都
会
議
─
─『
価
値
多
層
社
会
』
の
実
現
に

向
け
て
」
と
銘
打
た
れ
、
京
都
哲
学
研
究
所
が
主
催
。
世
界
18
カ
国

か
ら
延
べ
約
６
０
０
人
が
参
加
し
、
Ａ
Ｉ
や
新
技
術
の
急
激
な
進
化

の
中
で
、
社
会
や
産
業
は
ど
の
よ
う
な
哲
学
に
基
づ
い
て
対
応
す
べ

き
か
に
つ
い
て
、
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が

Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
◎ 

危
機
の
時
代
に
向
き
合
う
Ａ
Ｉ

Ａ
Ｉ
は
哲
学
で
あ
り
、
外
交
・
安
全
保
障
に
か
か
わ
り
、
国
際
協
力
の
課
題
で
も
あ
る
。

人
間
、
社
会
、
外
交
と
Ａ
Ｉ
と
の
関
係
は
。

Ａ
Ｉ
時
代 
人
間
固
有
の
価
値
観
と
は

─
─
哲
学
界
と
産
業
界
の
対
話
か
ら

専
門
を
異
に
す
る
内
外
の
有
識
者
が
京
都
に
集
ま
り
議
論
。
Ａ
Ｉ
の

あ
り
方
は
米
・
欧
で
異
な
る
。
日
本
独
自
の
視
点
を
示
せ
る
か
。

・
進
化
を
加
速
さ
せ
た
い
米
国
と
倫
理
重
視
の
欧
州
で
方
針
異
な
る

・
Ａ
Ｉ
を
「
仲
間
」
と
見
る
日
本
人
の
感
性
は
世
界
で
も
ユ
ニ
ー
ク

・
知
財
保
護
や
価
値
の
多
様
性
へ
の
寛
容
が
、
Ａ
Ｉ
発
展
の
条
件

読
売
新
聞
編
集
委
員

本
誌
編
集
委
員

飯
塚
恵
子

い
い
づ
か　
け
い
こ　
１
９
８
７
年
読
売
新
聞
社
入
社
。

政
治
部
次
長
、
ロ
ン
ド
ン
特
派
員
、
ア
メ
リ
カ
総
局
長
、

国
際
部
長
、
論
説
委
員
な
ど
を
歴
任
。
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
「
深

層
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
も
務
め
る
。著
書
に『
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
誘
導
工
作
』『
苦
悩
の
島
・
沖
縄 

二
つ
の
和

解
』（
共
著
）
な
ど
。
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行
わ
れ
た
。
筆
者
も
参
加
し
、
日
本
の
Ａ
Ｉ
議
論
が
い
よ
い
よ
国
家

的
に
動
き
始
め
た
こ
と
を
実
感
し
た
。

宗
教
界
や
芸
術
界
か
ら
も

こ
の
会
議
が
な
ん
と
い
っ
て
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
の
は
、
学
者
や

経
営
者
、
技
術
者
、
官
僚
だ
け
で
な
く
、
宗
教
界
や
芸
術
界
な
ど
の

専
門
家
も
、
内
外
か
ら
数
多
く
出
席
し
て
い
た
こ
と
だ
。
ま
さ
に
、

Ａ
Ｉ
が
問
い
直
す
「
人
間
と
は
何
か
」
を
、
異
な
る
立
場
か
ら
突
き

詰
め
る
議
論
が
随
所
で
展
開
さ
れ
た
。

宗
教
界
か
ら
は
例
え
ば
、
京
都
・
清
水
寺
の
森
清
顕
執
事
、
バ
チ

カ
ン
の
ロ
ー
マ
教
皇
庁
で
公
文
書
館
長
・
図
書
館
長
を
務
め
る
ジ
ョ

バ
ン
ニ
・
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
パ
ガ
ッ
ツ
ィ
大
司
教
が
出
席
し
た
。

芸
術
界
か
ら
は
、
東
京
芸
術
大
学
の
日
比
野
克
彦
学
長
が
出
席
。

ア
ー
ト
作
品
を
示
し
な
が
ら
、「
あ
る
絵
が
好
き
な
理
由
が
わ
か
ら

な
い
時
、
Ａ
Ｉ
は
デ
ー
タ
を
も
と
に
答
え
を
出
す
。
そ
れ
で
も
分
か

ら
な
い
部
分
が
あ
り
、分
か
ら
な
い
ま
ま
で
い
ら
れ
る
の
が
人
間
だ
。

『
違
い
』を
つ
な
げ
る
ア
ー
ト
の
力
は
、Ａ
Ｉ
と
人
間
を
め
ぐ
る
問
題

に
も
活
用
で
き
る
」
と
指
摘
し
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
界
か
ら
も
、
日
本
の
報
道
機
関
を
は
じ
め
、
米
「
ウ
ォ

ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
紙
な
ど
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー

ズ
・
コ
ー
プ
社
の
ロ
バ
ー
ト
・
ト
ム
ソ
ン
最
高
経
営
責
任
者
が
登
壇
。

「
Ａ
Ｉ
が
で
き
る
こ
と
の
中
に
は
人
間
が
望
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
が
大
き
な
道
徳
的
課
題
と
な
る
。
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
歯
止
め
は
、

技
術
の
問
題
で
は
な
く
、
哲
学
的
な
問
い
だ
」
と
強
調
し
た
。

問
わ
れ
る
「
価
値
多
層
社
会
」
と
「
倫
理
的
知
性
」

そ
う
し
た
Ａ
Ｉ
を
前
に
し
た
「
哲
学
的
な
問
い
」
に
対
し
、
第
一

線
の
哲
学
者
た
ち
は
議
論
の
羅
針
盤
を
示
し
た
。

主
催
し
た
京
都
哲
学
研
究
所
の
共
同
代
表
理
事
で
あ
る
京
都
大
学

の
出
口
康
夫
教
授
は
、「
今
、個
人
や
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
方
向

性
や
ベ
ク
ト
ル
を
持
ち
、
互
い
に
対
立
し
た
り
矛
盾
し
た
り
し
て
い

る
。『
価
値
の
多
層
性
』
を
肯
定
す
る
『
価
値
多
層
社
会
』
を
追
求
し

て
い
く
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
価
値
や
人
間
、
社
会
と
は
何
か
、

世
界
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、と
い
っ
た
青
臭
い
問
題
を
改
め
て
問
い
、

根
本
に
戻
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
問
題
提
起
し
た
。

ド
イ
ツ
・
ボ
ン
大
学
の
教
授
で
、
現
代
哲
学
の
第
一
人
者
と
し
て

注
目
さ
れ
る
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
氏
は
、「
技
術
革
新
の
加
速

は
、
新
た
な
可
能
性
を
生
む
一
方
、
副
作
用
と
し
て
、
意
図
せ
ぬ
社

会
的
・
道
徳
的
退
行
を
も
た
ら
す
。
例
え
ば
、
原
爆
は
科
学
的
に
は

偉
業
だ
が
、
道
徳
的
に
は
破
滅
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｉ
も
、
偽
情
報
の
拡

散
や
民
主
主
義
の
弱
体
化
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
Ａ
Ｉ
は
、

人
間
が
ど
の
よ
う
に
道
徳
的
な
行
動
を
取
る
べ
き
か
、
い
わ
ば
『
倫
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理
的
知
性
』
を
体
現
す
る
画
期
的
な
道
具
と
も
な
り
う
る
。
こ
の
知

性
を
も
と
に
異
文
化
で
協
働
し
て
い
く
べ
き
だ
」
と
提
言
し
た
。

Ａ
Ｉ
と
向
き
合
う
た
め
に
は
、
人
間
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、
さ

ら
に
、
人
間
の
尊
厳
の
中
核
と
も
い
え
る
倫
理
観
、
道
徳
観
を
磨
い

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
─
─
こ
う
し
た
主
張
は
、
技
術
革
新
と

向
き
合
う
た
め
の
覚
悟
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
た
。

Ａ
Ｉ
を
め
ぐ
る
二
つ
の
大
き
な
潮
流
と
日
本

会
議
で
議
論
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
今
、
世
界
で
進
む

Ａ
Ｉ
開
発
を
め
ぐ
る
二
つ
の
大
き
な
潮
流
で
あ
る
（
表
参
照
）。

一
つ
は
、
米
国
で
主
流
と
な
っ
て
い
る
「
効
果
的
加
速
主
義
」
だ
。

こ
れ
は
、
人
類
の
進
歩
や
文
明
の
拡
張
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
開
発
を
最

優
先
さ
せ
る
考
え
方
だ
と
い
え
る
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
強
力
な

支
持
層
の
一
つ
と
な
っ
た
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
Ｉ
Ｔ
実
業
家
た
ち
、

い
わ
ゆ
る
テ
ッ
ク
・
ラ
イ
ト
（
右
派
）
が
こ
の
技
術
革
新
、
競
争
優

先
の
立
場
の
代
表
格
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
進
歩
と
ス
ピ
ー

ド
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

も
と
も
と
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
今
年
１
月
の
就
任
直
後
に
Ａ
Ｉ
開
発

を
推
進
す
る
大
統
領
令
に
署
名
し
て
い
る
。
７
月
に
は
、
Ａ
Ｉ
開
発

に
必
要
な
規
制
緩
和
や
投
資
拡
大
を
進
め
る
行
動
計
画
を
発
表
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
Ａ
Ｉ
開
発
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
政
策
や
規
制

を
大
胆
に
緩
和
し
、
中
国
と
の
競
争
を
念
頭
に
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
世
界

的
な
主
導
権
を
握
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
開
発
の
規

制
に
軸
足
を
置
い
て
い
た
バ
イ
デ
ン
前
政
権
の
路
線
を
ひ
っ
く
り
返

し
た
い
と
い
う
狙
い
も
透
け
て
見
え
る
が
、
問
題
は
そ
こ
に
、
人
間

と
の
関
係
を
考
え
る
哲
学
が
あ
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
（
ほ
と
ん
ど

な
い
だ
ろ
う
）。

二
つ
目
は
「
人
間
中
心
主
義
」
だ
。
欧
州
で
は
こ
の
考
え
方
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
の
設
計
、
開
発
、
利
用
は
、
人
間
の
尊
厳
、

安
全
、
幸
福
な
ど
を
最
優
先
に
進
め
る
べ
き
だ
と
す
る
考
え
方
で
、

人
間
の
倫
理
観
を
重
視
す
る
立
場
だ
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
や
経
済

協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
な
ど
が
、
こ
の
考
え
方
に
立
つ
。
キ

ー
ワ
ー
ド
は
、「
人
間
の
尊
厳
と
倫
理
」
だ
と
い
え
る
。

会
議
の
現
場
で
取
材
す
る
と
、
日
本
は
今
、
こ
の
二
つ
の
潮
流
の

間
に
立
っ
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
が
多
か
っ
た
。
実
は
、
出
口
氏
は

取
材
に
「
二
つ
と
も
道
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
」
と
断
言
し
た
。

「
人
間
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、知
的
に
で
き
な
い
こ
と
、つ
ま
り

『
で
き
な
さ
』
に
置
く
べ
き
だ
。
米
国
の
『
加
速
主
義
』
は
、
知
的
に

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
人
間
と
Ａ
Ｉ
が
一
緒
に
『
で
き
な
い

人
』
を
支
配
す
る
よ
う
な
一
方
的
な
関
係
を
生
み
か
ね
な
い
。
も
う

一
つ
の
『
人
間
中
心
主
義
』
も
、
誰
か
が
中
心
を
占
め
て
、
そ
う
で

は
な
い
他
の
メ
ン
バ
ー
を
一
方
的
に
奉
仕
さ
せ
る
、
と
い
う
構
図
を
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生
む
可
能
性
が
あ
る
。
人

間
は
重
視
さ
れ
る
べ
き
だ

が
、
人
間
が
中
心
で
は
な

く
、
そ
れ
以
外
の
動
物
や

自
然
物
な
ど
も
大
事
に
す

る
べ
き
だ
。
こ
れ
が
、
日

本
が
目
指
す
べ
き
立
場
だ

ろ
う
と
思
う
。
上
下
関
係

を
設
定
し
な
い
、
双
方
向

的
で
、
協
力
関
係
を
結
べ

る
関
係
性
で
あ
る
べ
き

だ
。
奴
隷
に
な
り
す
ぎ
る

と
劣
化
を
招
く
」。

か
な
り
哲
学
的
な
説
明

だ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
を

理
解
す
る
の
に
、
よ
り
分

か
り
や
す
く
、
か
つ
古
典

的
な
基
本
認
識
が
Ａ
Ｉ
開

発
の
現
場
に
は
あ
る
こ
と

が
、
取
材
を
通
じ
て
分
か

っ
て
き
た
。

「
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
」
と
「
ド
ラ
え
も
ん
」

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
壇
上
に
も
上
が
っ
た
エ
ス
ト
ニ
ア
・
タ
リ
ン

大
学
の
ト
ー
ヌ
・
ヴ
ィ
ー
ク
学
長
に
会
場
で
取
材
し
て
い
る
と
、「
日

本
は
ド
ラ
え
も
ん
で
す
よ
。
大
事
な
存
在
だ
」
と
言
わ
れ
た
。

聞
け
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
開
発
の
専
門
家
の
間
で
は
、
西
洋
と

日
本
と
の
比
較
で
有
名
な
モ
デ
ル
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
西
洋

で
の
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
の
捉
え
方
は
、
Ｓ
Ｆ
映
画
の
「
タ
ー
ミ
ネ
ー

タ
ー
」、
日
本
の
姿
勢
は
「
ド
ラ
え
も
ん
」
に
例
え
ら
れ
る
、
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。

タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
１
９
８
０
年
代
に
大
ヒ

ッ
ト
し
た
米
国
の
Ｓ
Ｆ
映
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
冷
酷
な
殺

人
サ
イ
ボ
ー
グ
で
、
人
間
の
心
を
持
た
な
い
。
つ
ま
り
、
人
間
が
活

用
す
る
「
道
具
」
と
の
位
置
づ
け
だ
。
一
方
、
ド
ラ
え
も
ん
は
22
世

紀
の
ネ
コ
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
勉
強
や
運
動
が
苦
手
で
怠
け
者
の
主
人

公
・
野
比
の
び
太
を
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
で
助
け
、
一
緒
に
泣
い
た
り

怒
っ
た
り
す
る
。
い
わ
ば
「
友
達
」
の
よ
う
な
存
在
で
、
の
び
太
も

ド
ラ
え
も
ん
を
気
遣
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

「
日
本
は
文
化
的
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
を
た
だ
の
道
具
だ
と
思

っ
て
い
な
い
。
今
後
の
人
間
と
Ａ
Ｉ
の
向
き
合
い
方
へ
の
ヒ
ン
ト
が

あ
る
」
と
、
ヴ
ィ
ー
ク
氏
は
語
っ
た
。
人
間
だ
け
が
中
心
で
は
な
い
、

表　AI 開発をめぐる二つの大きな流れ
米国 欧州

効果的加速主義（effective acceleration） 人間中心主義（human-centered）

基本的な考え方 AI 開発を可能な限り加速し、人類の進歩や文
明の拡張を前提に進めるべきだとする考え方

AI の設計・開発・利用は人間の尊厳、権利、安
全、幸福を最優先に置くべきだとする考え方

キーワード 「進歩とスピード」 「人間の尊厳と倫理」

主な推進勢力と
実績

米国の「イノベーション優先」重視の政策の流
れ。シリコンバレーの技術革新、競争重視の投
資家（テック・ライト）の動きなど

EU の AI 規制や「人間中心の AI」の原則、
OECD の AI 原則、ユネスコの「倫理に関する
勧告」など

★日本は今、この二つの間にいる
（筆者作成）
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と
い
う
出
口
氏
の
考
え
に
も
通
じ
る
点
が
あ
る
。

こ
の
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
と
ド
ラ
え
も
ん
の
比
較
は
、
清
水
寺
執
事

の
森
清
顕
氏
も
強
調
し
た
点
で
あ
る
。森
氏
は
取
材
に
、「
今
起
き
て

い
る
Ａ
Ｉ
の
議
論
は
、
東
洋
と
西
洋
の
考
え
方
を
分
け
る
重
要
な
分

岐
点
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

「
日
本
人
に
は
も
と
も
と
八や

お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
、と
い
う
、あ
ら
ゆ
る
も
の

に
神
が
宿
る
、
と
い
っ
た
思
想
背
景
が
あ
る
。
Ａ
Ｉ
を
た
だ
の
『
道

具
』
と
し
て
扱
う
か
、『
仲
間
』
と
し
て
共
存
す
る
か
…
…
こ
の
文
化

の
違
い
は
、
今
後
い
っ
そ
う
顕
著
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
」。

そ
の
上
で
森
氏
は
、
Ａ
Ｉ
が
ど
こ
ま
で
人
間
に
近
い
関
係
に
な
り

う
る
か
、
と
い
う
点
に
関
連
し
、
デ
ー
タ
を
膨
大
に
蓄
積
す
る
Ａ
Ｉ

は
、
日
本
人
の
宗
教
観
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
見
方
を
示

し
た
。

「
例
え
ば
、日
本
の
神
道
で
は
、名
前
も
知
ら
な
い
代
々
の
ご
先
祖

様
を
お
祀
り
し
、
亡
く
な
っ
た
後
も
子
孫
を
守
っ
て
く
れ
る
守
り
神

と
し
て
お
参
り
し
て
い
る
。
し
か
し
今
後
は
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
よ

っ
て
す
べ
て
の
人
間
の
デ
ー
タ
が
残
り
、顔
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
は
日
本
の
根
底
に
あ
る
宗
教
観
を
変
え
て
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
少
し
心
配
で
す
ね
」。

さ
ら
に
、
森
氏
は
宗
教
と
信
仰
全
体
を
め
ぐ
っ
て
も
、
Ａ
Ｉ
の
影

響
は
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
、
と
指
摘
し
た
。

「
仏
典
や
経
典
も
、
そ
の
デ
ー
タ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
作
る
の
は
、

結
局
、
お
釈
迦
様
で
な
く
、
人
間
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
説
を
Ａ
Ｉ
は
ま

と
め
て
集
め
て
く
れ
る
が
、
そ
れ
を
ど
う
判
断
し
、
消
化
す
る
か
は

人
間
に
し
か
で
き
な
い
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
純
粋
な
の
か
ど
う
か
、

と
い
う
根
源
的
な
問
い
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
に
な
る
」。

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
世
界
、
情
報
・
報
道
と
生
成
Ａ
Ｉ

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
問
題
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
最
先
端
を
模
索
す
る
産

業
界
で
も
重
大
案
件
だ
。
京
都
会
議
で
も
各
所
で
議
論
さ
れ
た
。
こ

の
会
議
な
ら
で
は
の
意
見
と
し
て
際
立
っ
た
の
が
、
韓
国
と
南
ア
フ

リ
カ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
哲
学
者
の
指
摘
だ
っ
た
。

韓
国
の
女
性
哲
学
者
は
、「
今
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
、女
性
の
視
点
が
弱

い
。
明
ら
か
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
に
バ
イ
ア
ス
が
か
か
り
、
男
性
優
位

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
支
配
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
南
ア

の
哲
学
者
は
、「
今
の
シ
ス
テ
ム
は
、も
と
も
と
英
語
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
書
か
れ
て
い
る
せ
い
も
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
主
張
が

反
映
さ
れ
に
く
い
。
大
国
の
論
理
で
語
る
傾
向
が
強
す
ぎ
る
」
と
不

満
を
述
べ
た
。
い
ず
れ
も
、
清
水
寺
の
森
氏
の
指
摘
に
通
じ
る
懸
念

で
あ
る
。

仮
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
意
図
的
で
な
い
と
し
て
も
、
情
報
が
意
図
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的
に
高
度
な
技
術
に
よ
っ
て
操
作
、
捏
造
さ
れ
る
危
険
性
は
、
生
成

Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ
っ
て
、
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
界
へ

の
影
響
も
今
後
、
さ
ら
に
甚
大
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

米
ニ
ュ
ー
ズ
・
コ
ー
プ
の
ト
ム
ソ
ン
氏
は
、
取
材
に
対
し
、「
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
は
投
資
で
あ
り
、
創
造
性
で
あ
り
、
重
要
な
コ
ン
テ
ン

ツ
だ
。
Ａ
Ｉ
企
業
に
は
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
完
全
性
を
確
保
す
る

と
い
う
重
大
な
責
任
が
あ
る
。そ
の
た
め
の
確
実
な
方
法
の
一
つ
は
、

知
的
財
産
に
対
し
て
対
価
を
支
払
い
、
保
護
す
る
こ
と
だ
」
と
述
べ

た
。
Ａ
Ｉ
が
記
事
を
無
断
で
利
用
し
て
い
る
実
態
を
念
頭
に
、
知
的

財
産
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
も
の
だ
。

「
今
の
日
本
の
Ａ
Ｉ
政
策
は
弱
い
」

今
回
の
京
都
会
議
は
、
中
国
や
ロ
シ
ア
の
専
門
家
た
ち
に
は
声
を

か
け
な
か
っ
た
と
い
う
。
準
備
の
過
程
で
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
な
ど
が
あ
り
、
国
際
情
勢
と
Ａ
Ｉ
議
論
が
絡
め
ら
れ
る
こ
と

を
警
戒
し
た
こ
と
が
理
由
の
一
つ
だ
と
い
う
。

や
む
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
中
国
が
す
で

に
Ａ
Ｉ
大
国
で
あ
る
の
も
事
実
だ
。
次
回
は
２
０
２
７
年
と
の
こ
と

で
、
一
段
と
中
国
の
意
見
が
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

ま
た
政
治
家
は
、
来
賓
以
外
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
。
京
都
哲
学

研
究
所
の
共
同
代
表
理
事
を
務
め
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
澤
田
純
会
長
は
、
閉

幕
後
の
記
者
会
見
で
、「
今
回
は
政
治
の
方
々
に
声
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
た
」
と
述
べ
、
あ
え
て
政
治
的
な
論
争
に
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

出
口
氏
は
最
後
に
こ
う
語
っ
た
。「
私
は
哲
学
者
で
、政
治
か
ら
一

番
遠
い
。
だ
か
ら
私
の
進
め
る
こ
と
は
、
一
歩
一
歩
と
い
う
形
に
な

る
だ
ろ
う
。
今
の
日
本
の
Ａ
Ｉ
政
策
は
弱
い
。
私
は
、
哲
学
が
な
い

か
ら
だ
と
思
う
。
国
際
会
議
で
Ａ
Ｉ
良
し
悪
し
の
話
に
な
っ
た
時
、

そ
れ
は
結
局
、
人
間
観
や
哲
学
の
こ
と
で
、
日
本
は
こ
こ
何
十
年
ず

っ
と
借
り
物
で
や
っ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
出
せ
な
い
。
そ
こ
を

わ
れ
わ
れ
が
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
か
な
い
と
。
ま
ず
は
わ
れ
わ
れ
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
出
す
こ
と
が
大
事
だ
」

哲
学
界
と
産
業
界
が
共
に
Ａ
Ｉ
を
議
論
し
た
取
り
組
み
は
、
非
常

に
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
。
日
本
の
弱
点
も
広
く
共
有
さ
れ
た
よ
う
だ
。

日
本
が
国
際
的
に
独
自
の
路
線
を
打
ち
出
せ
る
か
ど
う
か
、
重
要
な

模
索
が
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
。

 

京
都
哲
学
研
究
所 

　
Ａ
Ｉ
時
代
の
哲
学
創
造
に
取
り
組
も
う
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
哲
学
者
の
出
口
康
夫
・
京
大

教
授
に
よ
っ
て
23
年
７
月
に
設
立
さ
れ
た
。
①
学
際
的
研
究
、
産
官
学
民
の
連
携
に
よ

っ
て
、
多
様
な
価
値
観
を
提
案
す
る
、
②
異
な
る
価
値
観
を
認
め
合
い
、
協
力
し
合
う

「
価
値
多
層
社
会
」
に
向
け
た
国
際
的
運
動
体
の
構
築
を
目
指
す
、
と
し
て
い
る
。
ド

イ
ツ
の
新
進
気
鋭
の
哲
学
者
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
氏
（
ボ
ン
大
教
授
）
が
シ
ニ

ア
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
。
他
に
、
博
報
堂
、
日
立
製
作
所
、
読

売
新
聞
グ
ル
ー
プ
本
社
か
ら
理
事
が
参
画
し
て
い
る
。


